
黒潮町立学校給食センター

今年度も残すところ2週間となりました。各学年しめくくりの時期です。小学1年生は2年生に、小学6年生

は中学生に、そして、中学生は義務教育が終了し、それぞれの道に進んでいくことになりますね。1年の反

省をするときに、是非、給食や朝ごはん、普段の食事のことも振り返ってほしいと思います。給食ではがん

ばって食べているけれど、お家では残してしまっている･･･なんてことはありませんか？食事のマナーも、給

食時間だけでなく普段の食事から気をつけて、これからもみんなが気持ちよく食べられるようにしていきま

しょう。特に“三角食べ”や“お椀を持って食べる”、“お箸を正しく持つ”などは給食時間だけでは定着が難

しいため、お家の方でも気をつけて見ていただけたらと思います。
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文責：畦地

３月給食目標

「 一年間の反省をしよう 」

できたことをチェックしてみましょう！

□給食のじゅんびがすばやくできるようになった。

□苦手な食べものでもがんばって食べた。

□時間内に食べられるようになった。

□マナーを守ってたべることができた。

□後片付けをしっかりできた。

□黒潮町の食材をひとつでも多く覚えた。

●カツオのトマトスパゲッティ

●ぎゅうにゅう

●かいそうサラダ

●ミニごまパン

黒潮町の給食標語 「給食は よくかみ笑って 食べようよ」

この缶詰を使用していますㅯ

この日はスパゲッティに黒潮町の防災缶詰を使っています。缶詰の種類は「トマトで煮込んだ

カツオときのこ」です。この缶詰からもわかるように、黒潮町缶詰製作所が作る缶詰は地元でと

れた食材中心に作られています。もう一つこだわっていることは、「みんなが食べられる」という

ことです。アレルギーがある人も食べられように小麦や卵などを使わないようにしています。これ

は全国的にもあまり例のない取り組みで、地震でも、その後の避難生活でも犠牲者ゼロを目指

す黒潮町だからこそできることかもしれませんね。

「ありがとう」の反対のことばとは？
世界中の人々に愛され、尊敬されたマザー・テレサは「ありがとう」の反対の言葉は「あ

たりまえ」と言ったそうです。漢字で「ありがとう」は「有難う」と書きます。「有ることがとても

難しい」、つまり貴重で大切だということです。だから、感動し、感謝するのですね。それが、

「あたりまえ」だと思ってしまえば、驚きも感謝の気持ちも生まれません。

東日本大震災で、電話が通じなくなったとき、電気がつかなくなったとき、家族と話せるこ

とや電気がつくことって、本当に“ありがたい”ことなんだと改めて思いました。でも時間が

たつと、そんなこともわすれてしまいがちです。一度、身の回りの「あたりまえ」に目を向け

てみましょう。

ここで井村和清(いむらかずよし)さんの「あたりまえ」という詩の一節を紹介します。井村さん

はお医者さんをしていましたが、病気のため32歳という若さでこの世を去りました。
日々の“あたりまえ”が“ありがたい”ことに改めて気づかされますね。

こんなすばらしいことを、

みんなはなぜよろこばないのでしょう

あたりまえであることを

(中略)

食事が食べられる

夜になるとちゃんと眠れ、そしてまた朝がくる

空気をむねいっぱいにすえる

笑える、泣ける、叫ぶこともできる

走りまわれる

みんなあたりまえのこと

こんなすばらしいこと、みんなは決してよろこばない

そのありがたさを知っているのは、それを失くした人たちだけ

チェックが

２～５個の人･･･

毎日心がけると
さらにパワーアップ
するはず☆

チェックが

６個の人･･･

すごい！パーフェクトです☆

この調子でこれからも

がんばろう！

チェックが

０～１個の人･･･

まだまだがんばれる！
毎日の給食メモと
給食だよりで勉強しよう！

4月からは学年も一つ上がります。

新しい学年ではこれをがんばるそㅯ

という目標をたてましょう★



お知らせ

３月の給食費の振替日は、４月 ２日（月）です。

口座振替の方は指定口座の残高確認をよろしくお願いします。

学校行事、欠席等で給食日数が異なるため、3月分は1年間の精算額となります。

2月までの請求額より、高額になる場合がありますのでご了承ください。

ひとこと返信 給食に関する疑問や質問、感想など、気軽にお寄せください。

学校 年 組 名前

きりとり

卒業を控えた中学３年生へ「卒業バイキング」を行いました。バイキング給食は、

①栄養バランス（主食・主菜・副菜）を考えて、給食を自分で選択できる。
②自分が食べられる量を把握し、体の健康を自分で管理する。

③一緒に食事をする相手を思いやり、共に楽しく食べるなど食事のマナーを身に付ける。
④給食に携わる人々へ感謝の気持ちを持って食べる。

という目的があります。中学卒業後、自立した食生活がおくれるようになってほしいです。


